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会 議 等 記 録 
                                          

議  題 平成２０年度 第１回 モビリティ・マネジメント分科会（公共交通利用促進協議会） 

日  時 平成 20 年 5 月 14 日（水曜日）13:30～ 場  所 第五委員会室 

出 席 者      別紙のとおり 

会 議 要 旨 等 

１． 要 旨 
以下５つの議題を事務局より委員に対し提案を行い了承をいただいた。 

（１）趣旨説明およびワーキング設置について 
（２）仙台バスマップアンケート調査結果について 
（３）大学アンケート調査について 
（４）転入者モビリティ・マネジメントアンケート調査結果について 
（５）今後の取り組みについて 

 

２． 意見等 
・ 東北大学での昨年度のアンケート調査は，回収率も低く精度が良くなかった。回答方法を，電子メール・紙ベ

ース（授業時間内での記入・窓口に配置）など，昨年度の経験を踏まえ，別途事務局と打合せを行う。 

・ 宮城教育大では（他大学も同様と思うが）オープンキャンパスは高校３年生よりも，高校１・２年生が多くを占め

るので，長期的に考え働きかけることが必要と考える。 

・ 東北大の学生，特に１・２年生（川内）の学生は，八幡地区に多く住んでおり，バス路線と居住地がマッチし 

ていない。 

・ 仙台駅行きでは，宮教の学生が乗車するため川内からでは乗車に時間がかかる。国際センターから乗車する

利用者が，満車で乗れないという苦情が大学側に寄せられる。また，仙台駅～大学間のバス路線以外の地区

に住む学生は乗り換え（乗り継ぎ）が生じる。 

   ⇒現在，庁内でバス路線再編などの検討を実施している。その計画が具体化したら，関係者（大学など）と一緒

に取り組んでいきたいと考える。 

・ 宮城教育大生協側から見た，今年の入学者の住居選定の傾向としては，①家賃，②通学手段の順であり，市

街地から八木山などへの変化が見られるので，昨年度のアンケート結果と比較して，偏りがあるかもしれない。

・ 転入ＭＭのアンケート結果の公表は考えているか 

⇒未定である。（モビリティ・マネジメントの言葉を広報する為にも，ＰＲは今後必要である。） 

・ 仙台バスマップに関するアンケート結果について，本分科会への報告後は公表してきたい。 

（具体的な記者発表などは未定） 

   ・転入ＭＭで配布する資料はどんなものか 

   ⇒運輸局で作成した，統合バスマプのイメージで考えている。 

・ 東北工業大学では，新キャンパス設置に伴いバス路線が新設された。南方面から来る学生は便利になった。

北方面は仙台駅乗り換えとなる。 

 




